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           休会  新年例会      休会                    例会                           例会      

本日のプログラム（12 月 24 日）   

年次総会・Xmas 家族例会 18:30～20:30 

次回のプログラム（1 月 7 日） 

新年例会 18:30～20:30 

第１２４９回 ２０２２年１２月１４日 例会記録 

点  鐘 河井会長 

ロータリーソング「我等の生業」 

ロータリアンの行動規範唱和 

出 席 報 告 
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会長からひと言 

今朝のニュースで今年最

大の寒気が日本列島を覆う

と言われました。職業柄、

即座に考える事は大寒波な

どによる水道管が凍結破損

されることです。何年か前

の寒波の時には手がかじか

みながらも 140件近く修理

を行った事は未だに忘れられません。 

気温が氷点下に達する予報時には皆様

のご自宅、事業所の特に外部の水道管 

や蛇口には布を巻いたりビニールをか 

ぶせたりと各自で対策を施してください。 

 

さて、日曜日に息子が夜行バスで京都から西条まで

帰ってきました。朝５時到着という事で西条まで迎え

に行き、その足で、ここエアポートホテルで朝食をと

りました。朝６時 OPENという事でしたが、早朝にも

かかわらずゴルフウェアを着た団体、欧米の方、試合

が広島であったのでしょうか、滋賀の野球少年たちも

居られ、直ぐに満席となりました。 

コロナに影響されることなく賑やかな風景に嬉しさを

感じた次第です。とても美味しかったので皆さんも是

非ご利用ください。 

終わりになりますが、今年の例会もあと２回となり

ました。気温の低下で体調不良の方も、ちらほら見え

ますので体調管理には十分注意してください。 

 



幹 事 報 告 

《配 布 物》週報1248号・ロータリーの友・ガバナー月信12月分 

《回  覧》今後の例会出欠表 

竹原 RCより 2月 16日 3クラブ合同例会のご案内 

三原社会福祉協議会点訳ボランティアグループ”てんゆう会”

さまより2023年点字カレンダーをいただきました。 

 

 

 

 

 

《お知らせ》本日例会終了後、12月定例理事会を開催いたします。 

 

 

卓 話 時 間 

 

 

 

川 本 吉 則 会員 

 

「2022年を振り返ってみて」 

 

 

2022年もほぼ終わりですが、私自身この 1年間振り返ってお話しさせていただきます。 

 

お世話になった人との別れ 

今年、若い頃に大変お世話になった人が、3名お亡くなりになられた。 

◆Uさん  女性 享年 85歳母親の同級生(広島出身)高校卒業後、上京し印刷関係の会社の役員までされてた。

大学時代に Uさんの会社でアルバイトをさせてもらった。その時出入りされていた金融機関の方と仲良くな

り、私も金融機関に就職。 

その後も Uさんには、ずっとお世話になった。ご主人さんがなくなられて 80歳の時広島に帰郷。マンション 

を探したり、お手伝いできる事をしていたが…。 

◆Oさん 男性 享年 73歳 従妹の旦那さん。小学生・中学生時代、家が近所でかわいがってもらった。 

会社定年退職した後自宅の近くに住んでいて、畑の野菜を実家に届けてくれていた。 

◆銀行員時代、週に 3日くらい飲みに誘って下さった上司 76歳 

 

いつもいて、お話ししていた人が亡くなり、逆にお世話になった時の年齢に自分もなったと感じています。 

男性の平均寿命 84歳で、現在 55歳の私は人生の 65％が終了している。 

亡くなられて、お悔やみに伺って想う事は、血縁関係が濃いわけでもないのに、何故私の事を可愛がってくれ

たのか…。恩返ししないうちに亡くなってしまった事への後悔の念が残る。 

 

稲森和夫さんご逝去 

◆2022 年 8 月ご逝去(享年 90 歳) 

京セラ創業者、84 年には第二電電（現・KDDI 株式会社）を設立、JAL が経営破綻したあと再生させた事

でも有名。 

私は、西郷隆盛が好きで、京セラ本社に掲げてある『敬天愛人』に興味を持ち、40歳頃に読んだ著書  

『生き方』哲学的ではあるが、宗教めいた内容だと記憶している。 

15年たった今、読み返してみると、当時ピンと来ないと感じていた内容が、55歳になった今、心にしみる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

『生き方』 

・強く思い、実現を信じて前向きに努力を重ねていくこと。それが人生においても、また経営においても目標

を達成させる唯一の方法であると言える。 

・懸命に働き、まじめに一生懸命仕事に打ち込むことによって、精神的な豊かさや人格的な深みを獲得するこ

とができるし、趣味や遊びからは得られない、心からわき上がるような喜びを味わう事ができる。 

・己のためだけに利益を求めるのではなく、周囲や社会にもよかれと思うことを損してでもやるべきである。

その利他の精神がめぐりめぐって自分にも利をもたらし、またその利を大きく広げもするからだ。 

 

利 他 性 

お世話になった方が亡くなられ、なぜ自分を可愛がってくれたのか…『生き方』を再度読んで今感じる事… 

繋がるところがあります。利他性。 

究極の利他性は親が子を思う心（母性愛） 

人間は本来利他主義である。成長につれ忖度する技術を身に付けて、利己主義へと変貌していく。 

自分の心を維持するためには『利他の心』が必要と感じています。 

ロータリークラブに入会して、ロータリーは楽しいと思ったのは、利他性だったのではないかと感じています。 

利他の心を身に付けて、すがすがしい人生を送りたい 

和 顔 愛 語 

11月の京都職場例会・本願寺で、武野様から頂いたありがたい言葉 

 

2023年は、 『敬天愛人』の心をもって、『和顔愛語』で生活しようと思います。 

 

 


